
【非入光時ON】
■ 非入光時ONとは？
・ON／OFF出力タイプの光電センサにおける出力動作の仕方のひとつ。
・光電センサの検出形態（透過型/ミラー反射型/反射型）に関係なく、光電センサの出力が非入光状態の時にONする
タイプを、“非入光時ONタイプ”と呼びます。

・動作切換スイッチなどにより出力動作を選択するタイプではなく、入光時ON／非入光時ONが別機種になっているタイ
プがこのように呼ばれます。

■ 非入光時ONタイプがあるシリーズの例
・極薄型ビームセンサEX-10シリーズ（EX-15（E）／EX-17（E）を除く）のラインアップは次のようになっており、

入光時ONタイプと非入光時ONタイプの別機種が用意されています。
・極薄型ビームセンサEX-10シリーズのコンセプトは、『アンプ内蔵型でありながら、アンプ分離型光電センサ

ヘッドのような超薄型を実現』ということになります。
このコンセプトにより、扱いやすさの向上（アンプ分離型のような別置きアンプ不要）、装置組み込みに適し
たサイズとコストを実現しました。

・このコンセプトを実現させるために、動作設定を行なうための動作切換スイッチなどは装備されておらず、
入光時ONタイプ／非入光時ONタイプは別機種となっています。 EX-10シリーズ

・小型ビームセンサCX-400シリーズのラインアップの中で、“ベーシックタイプ”と呼んでいる機種群があります。

これらは、入光時ONタイプと非入光時ONタイプが別機種となっています。

■ 入光時ONタイプ、非入光時ONタイプを使用するメリット
・光電センサの使用用途が決まっており、入光時ONもしくは、非入光時ONタイプのどちらかで使用することが決まって
いる場合、入光時ONもしくは、非入光時ONタイプを使用すると、製造現場で動作切換スイッチを切り換える手間が省
けます。

・また、製造現場で作業者が誤って動作切換スイッチを切り換えることも防ぐことができます。



■ 入光時ONタイプ、非入光時ONタイプの出力動作
・入光時ON／非入光時ONが別機種になっているタイプにおいて、光電センサの入／遮光状態と出力動作の関係は、
次の表のようになります。

・透過型とミラー反射型はワークがない時に入光状態、反射型はワークがある時に入光状態となります。
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入光時ON／非入光時ONのタイプと出力動作
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■ 型式名の見方
・光電センサの検出形態（透過型/ミラー反射型/反射型）に関係なく、

入光時ONタイプ

 

：“A”
非入光時ONタイプ

 

：“B”

が型式名の末尾に付きます。

・この型式名の命名基準は、リレーのA接点（ノーマルオープン（N.O.）

 

、B接点（ノーマルクローズ（N.C.）

 

）に準じてい
ます。
まず、反射型と近接センサを基準としており、ワークが無い時がノーマルな状態と考えます。
反射型で考えると、ワークが無い時（ノーマルな状態の時）にONするタイプは非入光時ONタイプとなり、リレーのノー
マルクローズ（N.C.）に対応させて“B”タイプとします。

・逆に、ワークが無い時（ノーマルな状態の時）にOFFするタイプは入光時タイプとなり、リレーのノーマルクローズ（N.O.）
に対応させて“A”タイプとします。

・この考え方を透過型、ミラー反射型にも適応します。
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